
2広報 2006年 1月 

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
た
平
成

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
た
平
成
１８
年
1
月
1
日
、
旧
高
瀬
町
・
山
本
町
・

日
、
旧
高
瀬
町
・
山
本
町
・

三
野
町
・
豊
中
町
・
詫
間
町
・
仁
尾
町
・
財
田
町
の

三
野
町
・
豊
中
町
・
詫
間
町
・
仁
尾
町
・
財
田
町
の
7
町
が
合
併
し
、

町
が
合
併
し
、
つ

い
に
い
に
「
三
豊
市
」

「
三
豊
市
」
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た

が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

1
月
1
日
午
前

日
午
前
9
時
、
三
豊
市
役
所
で
関
係
者
約

時
、
三
豊
市
役
所
で
関
係
者
約
2
0
0

2
0
0
名
が
参
加
し

名
が
参
加
し

て
開
市
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧

て
開
市
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧
7
町
の
町
長
よ
り
、
市
長
職
務
執
行

町
の
町
長
よ
り
、
市
長
職
務
執
行

者
へ
の
事
務
引
継
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
本
庁
舎
玄
関
前
で
銘
板

者
へ
の
事
務
引
継
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
本
庁
舎
玄
関
前
で
銘
板
の
除
の
除

幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
三
豊
市
の
新
し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
た

三
豊
市
の
新
し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

1
月
4
日
に
は
、
各
支
所
で
開
庁
式
が
行
わ
れ
、
豊
か
な
暮
ら
し
・
豊

日
に
は
、
各
支
所
で
開
庁
式
が
行
わ
れ
、
豊
か
な
暮
ら
し
・
豊

か
な
個
性
・
豊
か
な
こ
こ
ろ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

か
な
個
性
・
豊
か
な
こ
こ
ろ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、「
三
豊
市
」

三
豊
市
」

は
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た

は
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
た
平
成
１８
年
1
月
1
日
、
旧
高
瀬
町
・
山
本
町
・

三
野
町
・
豊
中
町
・
詫
間
町
・
仁
尾
町
・
財
田
町
の
7
町
が
合
併
し
、
つ

い
に
「
三
豊
市
」
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

1
月
1
日
午
前
9
時
、
三
豊
市
役
所
で
関
係
者
約
2
0
0
名
が
参
加
し

て
開
市
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧
7
町
の
町
長
よ
り
、
市
長
職
務
執
行

者
へ
の
事
務
引
継
ぎ
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
本
庁
舎
玄
関
前
で
銘
板
の
除

幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
三
豊
市
の
新
し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

1
月
4
日
に
は
、
各
支
所
で
開
庁
式
が
行
わ
れ
、
豊
か
な
暮
ら
し
・
豊

か
な
個
性
・
豊
か
な
こ
こ
ろ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、「
三
豊
市
」

は
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

豊

暮
ら
し

か

な

豊
か

な

豊

こ
こ
ろ

か

な

個

性

豊

暮
ら
し

か

な

豊
か

な

豊

こ
こ
ろ

か

な

個

性

三
豊
市

三
豊
市
誕
生
誕
生

三
豊
市
誕
生

▲ 旧7町の町長により、テープカットが行われました
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